
令和8年度　好文学園女子高等学校　学校関係者評価 令和8年8月26日

分　類 評価の観点 評価・提言 改善点

ホームページの
活用状況

教育活動についてホームページや通信等を
利用し、情報公開をしている。

・学校評価（自己評価、学校関係者評価）についてＨＰ
で情報公開されいる。
・ＨＰ等にて何を公開しているのか。

・学校評価（自己評価、学校関係者評価）はHPで情報公開してい
る。
・情報公開は「学校法人・公開情報（寄附行為、役員等名簿他）
「学校評価（自己、学校関係者）」「財務情報（事業報告書、決算
報告等）」であり、本校はすべて公開している。

財務関係 財務諸表等を公開している。 
・決算計算書類等を公表している。
・教職員への説明は行っているのか。

・決算計算書類は「事業報告書」決算報告」「監査報告書」で公表
している。
・教職員へは職員会議で説明を行っている。

地域交流について 地域や地域住民との交流ができている。 
・地域住民からは、本校生徒に対する悪口等は聞かない。
・本校生徒が近隣の掃除をしてくれているので助かっている。
・地域交流についてはコロナ禍以前の状態に戻っている。

・令和8年7月26日（日）、第14回好文キックベースボール大会を
本校にて開催した。
・引き続き近隣の清掃は続ける。

緊急時等の連絡手
段について

台風等の災害に伴う休校等の連絡手段につ
いて

・緊急連絡等について、連絡手段は何があるのか。
 ・令和5年度からはBLENDサービスを導入した。これにより、出欠
状況や成績、帳票などを効率よく確認することができるようになっ
た。

講習・訓練について AEDの講習・防災訓練が十分に行われている。
・令和元年9月に竣工した体育館棟が大阪市の災害避
難所に指定されているのか。
・避難訓練はどうなるのか。

・避難場所は体育館（A3）の3層階のｻﾌﾞｱﾘｰﾅと指定されている。
・地域住民用備蓄品も体育館棟で預かっている。
・令和8年11月15日（日・）本校アリーナにて地域一斉防災訓練を
実施予定。

ＳＮＳについて
学年集会やＨＲ活動で、具体的事例にて生
徒に考えさせて指導する。

・ＳＮＳ等のトラブル発生状況はどうか。生徒への指導
はできているのか。

・昨年のトラブル発生件数は3件。毎年、全学年でSNSトラブルに
ついての集会を行っているが、iPadの活用を含めてSNSトラブル
の学習会を継続する。

いじめについて
・早期に発見し、いじめ対応に関する学校の体制に
基づき、解決を図る。
・いじめに関するｱﾝｹｰﾄを年2回実施する。（6,9月）

・いじめ事案が発生した場合、双方が納得ゆく解決がで
きたかどうか。

・いじめに関するアンケートでは、数名の生徒から「いじめ」に関する回答が
あり、学年・担任の先生を中心に聞き取りを行ったが「いじめ」に至る報告
はなかった。学年・担任の聴き取りは迅速に行われた。

自由闊達にして愉
快なる学園の実現

KBJ48を全員で活用し感性を育てる。良識と常識を
持って指導する。尊厳（人権意識）を大切にする。
社会性と道徳をもって判断する。

「ルールがあるから守る人」になることではなく「自分の判断で
良識・常識にあった判断と行動ができる人」が目標。

学校が楽しいと感じている生徒1年92％、2年83％、3年84％。
ケース会議（事情を抱えるせいとの会議）24回実施（17名）→退学
4名、転学13名）

授業 授業の質の向上
教科内での公開授業を実施研究する。評価基準を明確に
し、どのように取組むかわかりやすく伝える。
授業評価を実施する。

・教科内研究の進捗
･生徒の学習評価
・授業評価

公開授業の実施等を通して、教科内で授業研究を継続的に進め
た。授業評価や学習評価をもとに授業の振り返りを行い、授業改
善に努めた。

その他 　iPadの活用
自ら情報を収集したり、発表する時に情報機
器を授業で活用している

・5教科（国・地公・数・理・英）を中心に公開授業を実施した。
・授業の中で生徒が話合い、情報を収集し考えをまとめて発表
する機会が増えた。

・令和3年度よりiPadを導入。年度を重ねる毎に順調に推移してお
り、日頃の授業でもiPadの活用が定着してきている。

令和8年8月26日（水）15時00分～16時00分「学校関係者評価委員会」開催　　　　於：好文学園　別館1号2階第一会議室

学校関係者評価委員：

教
育
内
容

生徒指導 

学校目標 自立した社会に貢献できる女性を育てる。基礎学力の向上と女性としてのマナーと教養の習得を目指す。

評価項目

学
校
運
営

私学の
独自性

教育方針(学校目
標）について

教育方針（学校目標）が教職員、生徒、保護
者によく浸透している。

・本校の教育方針について先生が理解し、生徒に対し
ても授業等で浸透させてほしい。

・教育方針について、教職員が理解し生徒に対して授業、HR等を
通じて浸透させていく。
・生徒指導等にて本校キャッチフレーズの意味するところを保護
者、生徒に伝え、浸透させていく。

開かれた
学校

危機管理 

（学外）

・保護者代表（２名）：好文学園女子高等学校 保護者会会長、副会長

・同窓会代表（２名）：好文学園女子高等学校 同窓会会長、評議員

・地域代表（１名）：千舟地域活動協議会 会長

（学内）・校長 延原 観司 ・副校長 佐藤 建治

・教頭 谷田部 聡、西村 美紀

・事務長 久米 基義 ・理事 花田 守
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